
謹賀新年

皆様、あけましておめでとうございます。昨年は当病院をご愛顧頂き、誠にありがとうございました。い
よいよ２００４年の幕開けです。昨年はイラク戦争、ＳＡＲＳの流行と何かとくらい話題が多かった年でした
が、今年はきっと良い年が来る事を祈っております。

今年はまたＳＡＲＳの再流行が懸念されています。昨年の対策を覚えておいででしょうか？海外旅行
後の発熱を主とした風邪症状は危険です。まず電話にて指定病院か保健所に御相談下さい。主に接触
感染といわれておりますので、うがい手洗いが一番の対策だそうです。

いろいろと不安、希望があることでしょうが、今年も皆様に良い医療が提供できるように職員一同頑
張って参りますので今年も宜しくお願い申し上げます。

日本病院機能評価認定

去る平成15年11月20日、我が近藤内科病院が日本病院機能評

価機構による認定を受けました。日本病院機能評価とは、そ
の病院のあらゆる分野、システム、適応などについて評価す
るというものです。その内容は診療・看護・医事に始まり、
安全面・サービス・建築物など多岐にわたり評価されます。
そのすべてにわたってランクがつけられます。これは全国的
規模の評価であり、今後この審査を受ける病院も増えてくる
と予想されています。

近藤内科病院も、認定を受けたその名に恥じないよういっ

そうの努力をしていきたいと思っております。皆様に信頼さ
れる医療が提供できますように、そして今後とも皆様にご愛
顧頂けますよう宜しくお願い申し上げます。

各科だより 事務部門

・事務部理念「私たちは病院と地域社会をつなぐ窓口として、患者の皆様が常に最良の医療が受けられるような環境
およびサービスを提供します。」１．患者様ひとりひとりのプライバシーを配慮した対応を心がけます。２．IT時代

にうまく対応し、迅速かつ正確に業務をこなせるよう努力します。３．専門職として知識を高め、信頼して頂ける受
付・窓口を目指します。

私たち事務部はこの理念のもと、接遇マナー・コミュニケーション能力を高め、病院の顔として患者の皆様が安心

して医療が受けられるよう、日々努めております。

再来受付機・電子カルテの導入に伴い、少しでも外来での待ち時間短縮、会計のスピードアップにつながるよう、

医師・看護師・薬剤師と連携を取り業務しております。

病棟の患者様には入院費請求をお配りする際や、廊下ですれ違う程度でしかお目にかかることはないかもしれませ

んが、会計・保険制度等何かご不明な点がございましたらご遠慮なく窓口までお問い合わせ下さい。



近藤内科病院院是
わたし達は医療技術と心を磨き、患者の皆様が常に最良の医療が受けられるように全力を尽くします

・命の質（QOL)を高める医療 ・患者、家族の皆様に安心して頂ける医療 ・職員が楽しく働ける医療・社会の進歩に貢献できる医療

前回の健康教室 谷田看護師長による～ 糖尿病の基礎知識 Q & A
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聖夜に響く聖歌隊

昨年12月24日、クリスマスイヴの夜近藤内科病院３F緩
和ケア病棟において今年も天使の歌声がが響きました。
昨年より恒例となりつつあるこの催しは、サンタとトナ

カイによるクリスマスプレゼントと手作りカードのおまけ
がつき患者様にも喜んで頂いたことと思います。
クリスマスイヴのお昼には、何日も前から看護師の方達

が準備をしてきたクリスマスパーティーが開かれ、ハンド
ベルやボランティアの方々の歌なども披露されました。ま
た例年ごとく当院のシェフが腕によりをかけたクリスマス
ディナーが振る舞われ、とても賑やかな会となりました。

患者様を始めご家族の皆様も楽しんで頂けたなら我々

もうれしく思います。また今年も昨年以上に華やかで楽し
いクリスマスにしたいと思います。乞ご期待。

INFOMATION

糖尿病の患者数は年々増加の一途をたどり、これに基づく重症合併症も増加しています。徳島県は人口あたりの糖

尿病罹患率が日本一高くなっており、糖尿病とその合併症はそれらを持つ方の生活に大きな影響を与え、健康で生き
生きとした生活の妨げとなります。
血糖コントロールを行い、合併症を予防することがより良い生活を維持していくポイントとなりますが、血糖をう

まくコントロールし、糖尿病とうまく付き合っていくためには患者様ご自身やご家族の協力を得ることが重要です。
そのためには皆様が糖尿病に関する正しい知識を持ち、治療に関しても十分に理解して日々の生活の中で実践してく
ことがとても大切になります。

そこで今回の健康教室では糖尿病の基礎知識を確認して頂くため、参加された皆様に質問をさせて頂きました。

Q1） 標準体重の計算方法をご存知ですか？
Q2） HｂA1Cは何を表わしていますか？
Q3） ご自分のHbA1Cの値をご存知ですか？
Q4） 糖尿病にはどんな合併症がありますか？
Q5） 糖尿病にはなぜ運動が良いのでしょうか？
Q6） 低血糖になるとどういった症状が現れますか？

さて皆さんはいくつ答えられましたか？
日頃疑問に思っていること、また医師の説明で十分に理解できなかったことなどがあれば遠慮なく看護師にお尋ね

ください。
糖尿病コントロールの主役は患者様です。私たち病院のスタッフは一生懸命お手伝いさせて頂きたいと思っていま

す。いっしょに頑張りましょう。

気まぐれカフェOPEN 
皆様、１F正面玄関を入って左側の奥にカフェコーナーがあるのをご存知でしょうか？昨年か

らボランティアの方の協力を得ましてOPENの運びとなりました。名前を「気まぐれカフェ」と

申します。待ち時間の長い近藤内科病院。ぜひご利用頂きたいと思います。メニューは右のよ
うになっています。当院のシェフが腕によりをかけた手作りケーキはお試しになる価値がある
のでは？しかもこのお値段はお得！ただし糖尿病の方はおいしいコーヒーだけで我慢しましょ
う。また検査などの都合もありますので診察前の飲食はご検討の上お願いします。

OPEN 月・火・水・木・土 10：00～15：00 となっております。


